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　Time  flies  like  an  arrow!　「光陰矢の如し」まさにそんな 4 年間でした。
　思い起こせば 4 年前、入学式後の当時の保護者会の会長さんのお誘いに、「こりゃ娘
の様子を見に来るええ口実ができるわ～」と年に 2 回なら良いかな、という軽い気持
ちで保護者会に関わらせていただいたのがきっかけでした。その後は 2 年より理事、3
年からは、こともあろうに会長という重責を浅学微才の私が務めさせて頂きました。こ
れもひとえに副会長さん、理事役員、評議員の皆様、さらに保護者会事務局の方々の支
えがあってのことと、改めて皆様に感謝申し上げる次第であります。三位一体と言う言
葉がありますが、まさに本学の、大学、学生、保護者の関係を表していると思っており
ます。卒業する娘達も言うに及ばず、この 4 年間で私が得た最大の財産は、ノートル
ダムに関わる全ての方々との人としての絆であったと思っています。行く度に笑顔で迎
えてくれた守衛の方、また同窓会の方々との交流も思い出の一つであります。小京都山
口の地の田舎者が京都の地にご縁を頂いたことに感謝し、また本当のきっかけを作って
くれた娘に感謝します。

　最後に在学生の保護者の方に申し上げます。本会は本当
に良い会ですので、是非今後も積極的にご参加、ご関心を
賜りたく存じます。
　本当に、本当にありがとうございました。

　昭和37 年に発足した保護者会 ( 当時後援会 ) は、ご家庭
と大学との連携を密にし、お嬢様の大学生活をより有意義
なものとするためのサポートを行っています。「大学生に
なってまで保護者会なんて・・・」と面倒に感じられるか
もしれませんが、実際の活動内容は小中高の PTA とは随
分違います。役員の方もほとんどがお仕事をされています
が、それでもお嬢様のためにできる最後のボランティア活
動との思いで「できる人ができる事をできる時だけ」協力
してお務めくださっています。また、親元を離れて暮らす
からこそ関わってみたいとのお気持ちで参加される、お父
様お母様もおられます。何年生からでも大歓迎です。ぜひ、
来年度からの活動にご参加いただけませんでしょうか。皆
さまのご参加をお待ちしております。

　2017 年度の終わりに当たり、今年度も保護者会の皆様には、ND 祭のバザーをはじめ、
多大なるご支援をいただきましたことを、ここに深く感謝申し上げると共に今後もお
支え頂きますよう御願い申し上げます。
　今年度は、四年次生の就職も順調に進み、四月に発足した現代人間学部でも、昨年
幼稚園、小学校共に教員 100％の就職率を出した学校心理専攻が、こども教育学科に
継承されております。また、「徳と知教育センター」では、共通教育を中心に、キャリ
ア教育にも力を入れ、キャンパスには明るい学生の皆さんの笑顔が満ちております。
　また、第 17 回カトリック女子大学総合スポーツ大会では、昨年に引き続き、準優勝
を収めることができました。昨今メンバーが十分揃わない傾向のある中で、本学が、
すべての競技に参加し、熱い戦いを繰り広げた結果をご報告できますことを、選手た
ちと共に喜びたく存じます。

理事会（年５～ 6 回）、　評議員会（年 2 回）、　
総会（6 月）、地区教育懇談会（10 月）

評議員会（年 2 回）、　総会（6 月）

［ 役 　 員 ］

［評 議 員］

主な会務
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連絡先

学長ご挨拶

平成 29 年度

＊共通して ND 祭バザーのお手伝いをお願いしております

＊ご氏名・ご連絡先・お子様のご氏名・所属学部・学年をお知らせください

保護者会活動へのお誘い

バザーによせて

「第12回保護者会バザー」収益報告

100 円朝食運営報告

　ND 祭保護者会バザーは、保護者会活動の中で最も楽しいイ
ベントであり、保護者同士の交流の場にもなっております。
年々、お手伝いをして下さる方、ご寄贈品や手作り品も増え、
皆様が関心を持って下さっている事と嬉しく思っております。
私自身、多くの方と楽しい時間を共有出来た事、また、微力な
がら実行委員長を務めさせて頂けた事に感謝申し上げます。
　最後になりましたが、多大なるご協力を頂きました事務局の
皆様に御礼申し上げます。

バザー実行委員長　阪口　美紀

平成29年度ND祭バザーを開催いたしました
ご協力ありがとうございました！

　保護者会主催の「100円朝食」は今年で実施 3 年目を迎え事業も定着
してまいりました。
　定価 300 円の朝食セットのうち 200 円を保護者会から支援すること
で学生の負担を 100 円にしています。
　毎朝８時半から 30 食限定で提供していますが、概ね完売しています。
　わずかな支援ではありますが、つい朝ごはんを抜きがちな学生達の応
援ができれば・・という親心から始まったこの事業が、保護者の皆さま
のお陰で継続できていることに感謝申し上げます。　　保護者会事務局

保護者会事務局

　今年で 12 回目を迎えた、ＮＤ祭恒例「保護者会バザー｣
は台風の接近による大雨にもかかわらず、保護者の方をは
じめ近隣の方々にも大勢お越しいただき、盛況のうちに終
えることができました。
　これも保護者の皆さまからたくさんの品物をご寄贈いた
だきましたお陰でございます。
　また準備から当日まで、ボランティアとしてご協力いた
だいた皆さまには厚く御礼申し上げます。
　バザーの収益金 207,258 円は、今年度の「100 円 朝食」
補助金に充当させて頂きます。
　なお、売れ残ったご寄贈品につきましては「みつばち菜
の花保育園」様からのお申し出により、
同園に寄付させていただきましたことを
ご報告いたします。　

月 食数 営業日 収入金額 (円) 保護者会負担額 (円) 利用者数 ( 人 )
4

5

6
7
9
10
11
12

合計

40
40

30
30
30
30
30
30
30

14 日
2 日
18 日
22 日
19 日
5日
20 日
20 日
16 日

43,260

57,360

60,200
56,650
12,400
51,310
54,261
44,980

380,421

124,740 443

128,640 578

137,800 605
114,350 564
32,600 124
128,690 520
125,739
99,020

548
454

891,579 3,836

平成 29 年度 100 円朝食収支状況 (12 月までのデータ )
( 実施期間：前期４月 10 日～７月 28 日：後期９月 25 日～１月 29 日 )

ND祭

ND祭

ND祭バザーにて

京都の紅葉も観賞しながら、
有志で 「バザーお疲れ様食事会」

収　入 支　出

バザー品総売上 254,480 パンフレット広告協賛費 20,000

ご寄付 706 販売用菓子仕入れ 17,900

雑費 ( 備品等 ) 10,028

合　計 255,186 合　計 47,928

H29 年度バザー収益金   207,258 円

（円） （円）

　学生さんから今年度の感想を寄せてもらいました。
「家が遠くゆっくり朝食をとる時間が確保できないた

め 100 円朝食はとてもありがたく思っています」
「忙しい朝に 100 円でご飯、味噌汁、おかず 2 品が食

べられるのは本当にありがたい。早く学校に来よう
というモチベーションにもなっている」

( アンケートより抜粋 )



保護者会地区教育懇談会を開催いたしました
　９月 23 日 ( 土・祝 )　本学にて保護者会主催の地区教育
懇談会を開催いたしました。本年度は個別相談会に加えて、
本学キャリアセンターによる就職講演会を開催いたしまし
た。就職講演会には学生さんの参加もあり、お彼岸の祝日
にもかかわらず約 40 名を超える方にお越しいただき、盛会
のうちに終了できましたことを心より感謝申し上げます。

就職講演会

就活最前線 ～ 最新 “シューカツ” 事情～【基調講演】

　濱中先生のコーディネートにより、4 年次生の学生 3 名が自身の
就活体験談について話してくれました。
　当日の参加者からは多くのご感想が寄せられました。

【パネルディスカッション】

クラブ活動報告 ( 学生課 )

　私たち女声合唱団は、毎年定期演奏会の際に保護者会助成金を
使わせていただいています。昨年は京都コンサートホールで第 50
回記念定期演奏会を OG 会の皆様と共に行いました。同窓会の皆
様のお力添えもあり、無事に成功を収めることができました。学
校創立当初から続くノートルダムサウンドをつなげるべく、今年
もまた演奏会に向けて頑張っています。
今後ともご支援をよろしくお願いいた
します。

キャリアセンター
だより

　本学では、低年次より社会と接点を持ち、社会人
として必要とされる力を育む実践科目としてキャリ
ア形成ゼミ・インターンシップを正課授業に取り入
れています。
　キャリア形成ゼミでは、社会で活動する「場」を
ゼミとして設定し、企画、立案、実践、検証の一連
のプロセスを経験します。インターンシップは、夏
期休業期間に企業・行政機関等で、10 日間程度の就
業体験を行います。
　成果発表会では、「社会で活動することにより自分
に足りない能力に気付き改善を意識できた」、「体調
や時間などの自己管理の重要性に気付いた」、「業界
への興味がさらに深まった」などの報告があり、今
後の学生生活や自身のキャリアプランについて、よ
り具体的に考えていくきっかけとなったようです。
　新年度も、さらに魅力的なプログラムを提供して
参ります。より多くの学生のみなさまが有意義な経
験をされますように、4 月に行います募集説明会へ
の参加をお待ちしています。

キャリアセンター所長
萩原暢子

女声合唱団団長
心理学部心理学科 3 年次生

今井優香

積水ハウス（株）

（株）ワコール

（株）ポーラ

（株）ロマンライフ

クリナップ（株）

（株）伊藤園

ロクシタンジャポン（株）

ネッツトヨタ京華（株）

（株）平和堂

（株）日本ビジネス開発

ソフトバンク（株）

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券（株）

（株）京都銀行

ソニー生命保険（株）

損害保険ジャパン日本興亜（株）

京都中央信用金庫

全日本空輸（株）

日本航空（株）

吉本興業（株）

同志社生活協同組合

三重県厚生農業協同組合

京都生活協同組合

日本郵便（株）

ワタキューセイモア（株）

京都府立医科大学附属病院

武田病院グループ

ＳＯＭＰＯケアメッセージ（株

（福）京都社会福祉協会

（株）グローバルキッズ

（学）中埜学園

島根県益田東高等学校

京都府立小学校

滋賀県立小学校

大阪府立小学校

（税）アーチ

京都ノートルダム女子大学大学院 

神戸女学院大学大学院

不動産・建設

製造
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講師
「株式会社コミューン」代表取締役　濱中倫秀先生
（2005 年より本学のキャリア支援を全面的にサポート）

　保護者同士が、休憩がてら自由に交流できるオープンス
ペースを設けました。親子で来られた方が就職講演会の学生
パネラーに更に詳しく話を聞かれたり、保護者会役員との交
流など、和やかな談笑の場となりました。

保 護 者 交 流 コ ー ナ ー

「就活のカタチ」 主な進路先

・講演会の内容はもっと早く聞きたい話だった。親だけでなく
   ぜひ下級生の方にも聞いていただきたいと思った。
   パネラーの学生さんがすばらしかった。（4 年保護者）

・3 年からの就活のためには、2 年の秋までに保護者向けの説明会に
   参加するよう促してほしい。 子どもはのんびりしています。
  （4 年保護者）

・就職が決まった方のお話を聞けて大変参考になった。（学生）

平成 29 年度

2017 年度卒業予定者【54 期生】

アンケートより抜粋

英語英文学科 4 年　　安井　恵さん　　( 航空会社内定 )　
心理学科 4 年　　　　木原　理沙さん　( 不動産会社内定 )
心理学科 4 年　　　　黒田　沙織さん　( ブライダル会社内定 )

パネリスト

インターンシップ発表会

OG の方との合同演奏

女声合唱団第 50 回記念定期演奏会

キャリア形成ゼミ （旅行プランナーゼミ） キャリア形成ゼミ （ブライダル業界ゼミ）

濱中先生をはじめキャリアアドバイザーが担当する個人面談については、
オリエンテーション等で学生に案内しています。
　　＊1 回あたり 40 分　＊予約制（申込窓口は本学キャリアセンター）

キャリアアドバイザーによる
学生の個人面談


